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本物のフランチャイズ・ビジネスの、普及・啓蒙活動を通して社会に貢献する事を経
営理念とする、日本フランチャイズ総合研究所が発信するフランチャイズ・ニュース
です。
最新のフランチャイズ業界情報から、記事の裏側まで、業界に精通したコンサルタン
ト達が、ちょっと役立つ情報をご提供いたします。
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● Chapter 01 ●□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

≪ 業 界 ニ ュ ー ス ≫

第２５回フランチャイズ・ショー２００９

東京ビッグサイト（東京都江東区有明）西３・４ホールにおいて３月１０日（火）
から１２日（木）の３日間、日本経済新聞社主催第２５回「フランチャイズ・ショー
２００９」が開催されました。

フランチャイズ・ショーはフランチャイズビジネスに関する日本最大の展示会イベ
ントとして年一回この時期に開催されております。今回の出展社数は１６４社を数え、
３日間の来場者数合計は２３,０２７人でした。各種開催されたセミナーは、オープ
ニングセミナー（１）、フランチャイズ本部・新規ビジネス立上げセミナー（３）、
特別セミナー（１）、フランチャイズ加盟希望者向けセミナー（１２）、クロージン
グセミナー（１）と全１８の講演が開催されました。（カッコ内は開催数）あわせて
出展社ワークショップも１４社から実施され、フランチャイズ関連情報収集の場とし
て盛況を博しました。

弊研究所所長の内川はフランチャイズ本部・新規ビジネス立上げセミナーのトップ



バッターとして、３月１０日に「フランチャイズ本部構築成功セミナー 基礎知識か
ら成功までのポイントまで」の内容で講演させていただきました。

今年は、３月１０日単独開催、１１日、１２日は健康博覧会との共催の形となりま
したが、次回フランチャイズ･ショー（第２６回）は２０１０年３月９日(火)から
１１日(木)まで、東京ビッグサイトにて開催を予定しており、JAPAN SHOP、建築・建
材展、リテールテック・ジャパン、IC CARD WORLD、SECURITY SHOW との併設となる予
定です。

● Chapter 02 ●□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

≪ ア メ リ カ の 最 新 事 情 ≫

---------------------------------------------------------- 第 ３１回 -----
【 フラトン (FULLERTON) <4> 】

----------------------------------------------------------------------------

今回は、「ファースト・カジュアル」で、最高に人気の高い店を紹介しましょう。

◎IN－N－OUT（ファースト・カジュアル）☆☆
「イン・アンド・アウト」は、まさに「ファースト・カジュアル」の代表的なチェ

ーンとして名をはせています。店舗の外観は、出店しているショッピング・ゾーンに
マッチさせているのでさまざまですが、内装は極めてシンプルで、ローコストの投下
資本を志向しています。

商品は「グルメ・バーガー」を徹底的に追求していて、味は最高クラスと称賛され
ています。しかも、「ファーストフード」ながら「オーダー・ツー・クック（お客様
が注文されてから調理するシステム）」で、出来る限りお客様のご要望に応じていま
す。メニューは、１種類で「ハンバーガー」「チーズバーガー」「ダブル・ダブル」
の３品目というシンプルさで構成されています。

どんなにお客様が立て込んでいても、短時間で商品を提供しています。お客様が商
品を注文されてから、商品をお渡しするまでのオペレーションは、見ていて感心する
くらいチームワークがとれていて、すがすがしく感じられ、接客サービスは「ホスピ
タリティ」があふれています。

「ハンバーガー」１本という「単品主義」を貫き通しているために、食材の探求に
全精力を注げます。ビーフはカリフォルニアとフェッニックスの契約牧場で肥育され
たナチュラルビーフでチャック（牛の首から肩の肉）の部位だけを使用しています。

フライ用のポテトは、肥料から管理しているナチュラルなものを使用しています。
びっくりさせられたのは、ポテトの皮は店でむき、お客様のご注文ごとにスライスし
てフライヤーで揚げています。油はオリジナルで、植物性のものを使用しています。

バンズも高品質なものを使用し、野菜もフレッシュなものを店でカットしているの
で鮮度が高く、高品質のビーフとあいまって「ハイ・クォリティ・ハンバーガー」を
つくり上げています。

キッチンのオペレーションは、バンズのグリル、ビーフのグリル、野菜のカット、



ポテトのフライ、ハンバーガーの成型の５セクションに分かれていますが、流れ作業
としてスムーズに行われています。これも単品であることと、スタッフの教育訓練が
徹底していて、これだけの多くの工程で、何と提供提供時間が３分であるから驚かさ
れてしまいます。

to be continued

● Chapter 03 ●□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

≪ フ ラ ン チ ャ イ ズ ・ ビ ジ ネ ス の 歴 史 ≫

----------------------------------------------------------------------------
【 フ ラ ン チ ャ イ ズ 発 展 史 】

--------------------------------------------------------- 第 ３３ 回 -----

［ マ ク ド ナ ル ド ］ (15)

今回も前回に引き続き「マクドナルドの商品開発について説明しましょう。

（４）マクドナルドの商品開発 <2>

<2> マクドナルドの成功要因（その１）

「マクドナルド」の成功要因として、セオドア・レビットは、「発展のマーケティ
ング」（マーケティング発想法－再考）で、次のように説明しています。

■マクドナルドの成功の因

サービス・セクターを見渡しても、ファーストフード・フランチャイズほど、サー
ビス業に製造の発想法が使えることを見事に証明している例はない。遠隔地に散らば
った独立エージェントの商売を、製造の論理を用いて、これほど見事にコントロール
している例、これ以上すぐれた「サービス」を提供している例はほかにはない。

今日、大成功をおさめている新商売のなかでも、ハンバーガー・チェーンほど、地
味で華やかのないものもあまりない。しかし、「マクドナルド」という名の、全国的
規模で繁盛しているハンバーガー・チェーンこそは、つきつめていくとマーケティン
グ問題と見なさなければならない問題に対して、製造と技術の威力を応用したすばら
しい事例なのである。

1961 年から 1972 年までに、マクドナルドの売上高は、5,400 万ドルから 10 億ドル以
上に上昇した。マクドナルドのこのめざましい飛躍の間に、同じように安くて待たせ
ないハンバーガーという評判を全国的にもたれていたホワイト・タワー・チェーンは、
事実上姿を消してしまった。

マクドナルドがこんなにすざましい成功をした理由は、たんなる財務管理のうまさ
ではない。地元の独立企業家が投資しているから、雇われ経営者には見られない献身
とエネルギーがそそぎこまれているからだという議論で片づく問題ではない。また単
なる地理的有利さ――それぞれの店は比較的狭い商圏のお客様をひいき客にするもの



だから、店の数を簡単にすばやく増すことができる。という議論だけで片づけること
もできない。ではなぜこのように大成功したのか。この答えを出すには、個々のマク
ドナルドの店がなぜ判で押したように成功しているのか、個々の店がそろいもそろっ
てなぜ常連客を集めているのか、という中心問題を考えてみなければならない。

なるほど、地元企業家の投資による商売ということも、店の立地選択が入念になさ
れていることも、成功の要因の一つであることはまちがいない。しかし、最も重要な
成功要因は、各店の中心機能《均一で良質な料理が、見るからに清潔で秩序整然とし
て、明るい笑顔につつまれた雰囲気のなかで、手早く出される》が慎重にコントロー
ルされていることである。人力に変わって設備を整え、しかも技術の論理を計画的に
利用することによって、マクドナルドは、いかなる先行チェーンや追随チェーンも真
似のできない勢いで人気を集め定着させることができたのである。そのシステムの素
晴らしさを考えてみよう。少し詳細に検討してみる値打ちは十分にある。

すぐ目につくものから始めよう。店で調理されるハンバーガーの原形は、前もって
入念に包装され計量されている。だから、オーナーもスタッフも、ハンバーガーの大
きさ、味、堅さについて自分の好みで変えることは一切許されない。このことは、す
べてのマクドナルドの商品に適用されている。貯蔵庫、調理場所、その他もろもろの
器具は、あらかじめ定められた食品の種類に合うように設計され、余分なスペースは
残されていない。店のシステムのなかに、設計されていない商品、飲物、サービスの
ためのスペースはまったくない。サンドイッチ用の包丁さえもない。事実、包丁を置
く場所もない、オーナーは店で売ることのできるものについては、一切の事由を持た
ない。これは契約でそう決められているからというよりも、設備器具の面から不可能
なためである。また、スタッフも調理の仕方、商品の出し方について自己流で行うこ
とが許されていない。

自由裁量こそ、秩序、標準化、品質の敵である。例えば、自動車のアセッブリー・
ラインにおいて、スタッフに自由裁量をゆるすとしたら、おそらくスタッフの好みに
合った車ができるであろうし、どんな車になるか検討もつかなくなるだろう。車の設
計、アセンブリー・ラインの構造と統制の仕方にあれほど精巧な配慮がなされている
からこそ、良質の車が安い価格で、しかも生産台数の膨大さを考えると、驚くべきほ
ど高い信頼性をもたされてつくられているのである。これと同じことがマクドナルド
にもいえる。高度に自動化された条件のもとで、商品が調理されているのである。

to be continued

● Chapter 04 ●□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

≪ フ ラ ン チ ャ イ ズ 関 連 知 識 ≫

----------------------------------------------------------------------------
「 商 圏 」

----------------------------------------------------------------------------

ある地点（候補物件・営業拠点・店舗）が、顧客を誘引できる地理的範囲のこと。
業種・業態によって対象顧客（ターゲット）が違うため、商圏の広がりも異なる。

全顧客の約６０～７０％をカバーする範囲を１次商圏、その外側で対象顧客の１５
～２５％をカバーする範囲を２次商圏というように区分される。



商圏は新規開業の立地診断をする上で基礎となるデータの一つ。既存店の顧客商圏
を基に想定される商圏を設定し、人口、世帯数、年齢分布、集客施設などを調査・分
析し、立地診断するための基礎資料となる。

● Chapter 05 ●□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

≪ セ ミ ナ ー 案 内 ≫

弊研究所所長内川昭比古が講演する各セミナーをご案内致します。弊研究所所長の
内川昭比古は、経済産業省が国家として公認している唯一のフランチャイズ業界の総
本山である社団法人日本フランチャイズ・チェーン協会の会員サービス部長を兼務致
しております。

----------------------------------------------------------------------------

1．「フランチャイズ・ビジネス裏表 ここだけの話」

日 時 2009 年 4 月 11 日 土曜日 10 時 ～ 10 時 30 分 13 時 ～ 13 時 30 分

講 師 株式会社 日本フランチャイズ総合研究所
代表取締役所長 内川 昭比古

会 場 ダイヤモンド社 石山記念ホール －青山－

セミナー内容 フランチャイズに加盟し独立・開業を検討されている皆様に、
フランチャイズ・ビジネスの基礎知識、フランチャイズ・ビジネスの
実態、加盟のポイント、本部との上手な付き合い方をご紹介。

参 加 費 無 料（事前登録制）

お問合せ先 ダイヤモンドフリードマン社
http://www.diamond-friedman.co.jp/FCB/mtg0812/

----------------------------------------------------------------------------

2．「フランチャイズ・ビジネス本部構築・再構築セミナー」

日 時 2009 年 4 月 22 日 水曜日 12 時 30 分 ～ 18 時 30 分

講 師 株式会社 日本フランチャイズ総合研究所
代表取締役所長 内川 昭比古

会 場 日本フランチャイズ総合研究所 5Ｆ会議室

セミナー内容 フランチャイズ・チェーンの本部機能再構築をご検討されている方、
フランチャイズ・ビジネスを構築中の方に、フランチャイズ・ビジ
ネスの基礎知識から、構築ステップ、加盟店開発戦略まで、フラン
チャイズ・ビジネス本部構築について講義いたします。



参 加 費 24,000 円

お問合せ先 日本フランチャイズ総合研究所
http://www.the-franchise.co.jp

----------------------------------------------------------------------------

3．「フランチャイズ加盟無料セミナー」

日 時 2009 年 4 月 29 日 水曜日（祭日）13 時 ～ 16 時

講 師 株式会社 日本フランチャイズ総合研究所
代表取締役所長 内川 昭比古

会 場 日本フランチャイズ総合研究所 5Ｆ会議室

セミナー内容 フランチャイズに加盟し独立・開業を検討されている皆様に、
フランチャイズ・ビジネスの基礎知識、加盟のポイント、本部との
上手な付き合い方を紹介。また、弊社のフランチャイズ加盟サポー
トシステムをご紹介いたします。

参 加 費 無 料

お問合せ先 日本フランチャイズ総合研究所
http://www.the-franchise.co.jp

● Chapter 06 ●□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

≪ 編 集 後 記 ≫

最後までお付き合いいただき、ありがとうございます。

桜が満開となり、まさに春本番です。日に日にあたたかく感じられ、そろそろコー
トを手放す日が近づいてまいりました。巷には新入生・新入社員が多くみられ、街が
華やいで見えます。良い季節となりました。

企業も新事業年度を迎えるところが多く、不況対応が大きくクローズアップされて
いるとはいえ、新年度を迎え新たな展望へ期待が膨らみます。また、企業では新入社
員を迎え、新しい風が吹きこんでまいります。

新入社員の多くは学生から社会人第一歩となります。今まで学生として同年代が主
流とした横のつながりの中にいた彼らは、その中で通用する常識の上で活動していま
した。そこから会社員として縦社会の中に組み込まれてまいります。上は６０代から
同世代の２０代まで様々な人がいる環境へと激変します。今までの常識が通用しなく
なります。

社会人としての常識、会社の仕組みについては新入社員研修で概要の講義を受けま
すが、あくまでも基礎部分です。礼儀やしきたり、敬語など実践の中で覚えていかな



ければならないことが山ほどあります。社会人として差がつく最初の部分がここです。

自ら進んで自分の分からないことを先輩社員に確認し、自分の身にしていく人と、
研修を学校時代の講義と同様にただ聴いているだけで終わらせてしまい、何か起きる
と「教わっていません」という人では、差がついて当たり前なのです。

これは新入社員に限りません。知らないことは教えていない人の責任ではなく、知
らないことが恥ずかしいこととして自分の反省としなければ社会人として一人前とは
言えないのです。

知らないこと、できないことが悪いのではありません。そのことを受容し受け身の
姿勢で自ら行動しないことが問題なのです。「人の振り見て我振り直せ」。４月は、
他人事ではなく自分自身を今一度見つめ直す時期でもあるようです。

くれぐれもご自愛の程。

※ このメールは以下の皆様に配信させて頂いております。

・ 弊社コンサルタントが名刺交換をさせて頂いた方。
・ 日本フランチャイズ総合研究所にお問い合わせをいただいた方

※ ご意見、ご要望、ご質問は下記アドレスまでご連絡ください。
尚、配信停止をご希望される場合も、下記までご連絡ください。

Mail to: franchise-news@the-franchise.co.jp

発行者：株式会社 日本フランチャイズ総合研究所
代表取締役所長 内川 昭比古

〒102-0083
東京都千代田区麹町４－４ 麹町シャインビル２Ｆ
TEL 03-3511-3755(代)
FAX 03-3511-3754
http://www.the-franchise.co.jp
Mail to: franchise-news@the-franchise.co.jp


